
チンパンジーの習得したラベルが指示機能をもつ

シンボルとして成立していることを示唆する｡チ

ンパンジーの 〝言語環境,,の拡大と共に.言語的

行動の機能的分析がさらに必要となるであろう｡

なお.本研究の成果は.第46回日本心理学会

大会にて発表された｡

毘良知下顎骨構造の生物力学的比較解析

遠 藤 蕎 星 (東大 ･理)

高 橋 秀 雄 ( 〝 )

足 立 和 隆 ( 〝 )

本研兜は詔長狭のさまざまな分類柴団の もつそ

れぞれ朋有の下顎骨の形態 ･構造を生物力学的に

分析してそれらの特徴を把握し.それが口の使用

にLuする習性 ･行動あるいは系統上の位置とどの

ようなLu係にあるかを解明することを目的として

始めたものである｡

今印鑑は.力学的解析に必要な形態データを得

ることに玉眼を田き.そのために計測用写真投影

とX線13日以形を行なった｡

対象としては.今回はオナガザル上科に限定し

て.大雄分は京都大学詔長狭研究所に収蔵されて

いるは本をもらい.一部はモンキー ･センターと

那加大学総合研究資料館に収蔵されている標本を

もちいた｡具体的には.オナガザル下科に属する

マカカ朋から3位.ヒヒ屈から2槌.オナガザル

桝から1位を選び.コロブス下科に屈するコロブ

ス山から3位.リーフモンキー屈から1種.メン

タウェ-シシバナザル屈から1超を選んだ｡各種

については雌雄各3個体を使用した｡なお.この

ほかにヒトニザル上科からチンパンジー1個体と

テナガザル6個体 も使用した｡計測用写真として

は.下顎に関するものと下顎と頭蓋骨との位置関

係から岨喝筋の位位と走向を知るためのものと2

位塀の投彫を行なった｡

これらの計測用写頁は2次元座標計と画像分析

機により計測し.そのデータは磁気ディスク.疏

気カー ドにフ7イルした｡現在これらのデータの

解析を行なっている｡

一方.下顎骨の力学モデルとして,2次元およ

び3次元の梁モデルと有限要素モデルを設計し.

計辞試験で検定した｡現在これらのモデルに上記

のデータからパラメーターを抽出して代入するシ

ミュレーションを計画中である｡

3.研 究 会

霊長頬の生殖リズムと中枢機序

日時 昭和58年 3月7日

場所 霊長塀研究所セミナ一室

プログラム

1. 性ホルモンとLHサージのダイナミックス

井上 員次郎 (束医歯大 ･医用器材研).

2.ブロモクリプチンの排卵誘発機序

田 村 貴 く自治医大 ･庄)

3.ニホンザルにおけるゴナ ドトロピンの分泌調

節

野 崎 真 澄 (京大･EB長研)

4.交尾中のオスラット視索前野のニューロン活

動

下 河 内 捻 く阪大 ･人科)

5. サル性行動の神経機構

大 村 裕 (九大 ･医)

6. 日本猿中枢の性ステロイドホルモン受容性

加 藤 唄 三 (山梨医大 ･産)

7.皮質 ･視床下部間の線維連絡について

金 閑 毅 (九大 ･医)

今回の研究会は中枢について研究を行なってい

る人々が一堂に会し.活発な意見交換を行なった｡

井上は生殖腺摘除のニホンザルに.既知迫の性

ホルモンをプログラム注入しながら.血中のゴナ

ドトロピン壷を測定することを試み.性ホルモン

の脳に対するフィー ドバック効果を解析した｡

田村は.血中PRIJ値を低下させるBromocrip-

tine(BCT)を臨床的に, 下垂体性の無排卵症

に投与し.PRL.エス トラジオール動態との関

係を調べ紹介した｡

野崎は.免疫組織学的にニホンザルにおけるLH

RH脳内分布を検討,さらに筑波詔長頬センターの

吉田高志の開発したRRA法による血中ゴナドト

ロピンの測定について紹介した｡

下河内は.雄ラットの内側視索前野のニューロ

ンが.マウント直前に発大頻度を増すことを見出

し.そのMPOのニューロン群を逆に刺激するこ



とによ.って.性に不応の雄で も雌にマウントする

ようになると説いた｡

大村は.性行動巾の椎アカゲザルの内側祝'R前

野と視床下部門内側核より叫-ニューロン活動を

記録し.前者が性的光た甲杓m に . 後新が交f己逆行

射約横 手馴 こ関係することを証明した.

加藤は.ニホンザルの脳内エス トラジオール及

びプロゲステロン受容体は.前者が下垂体.視床

下部NJ野.視床下部後部.招桃体に存在し.プロ

ゲステロンのそれはkrJ桃体には存在しない｡つま

･り.性皮と同様に.脳内でも,プロゲステロン受

容体が活動するためには.その引きがねとしてエ

ス トラジオール活性の高まりが要求されるようで

あると紹介した｡

金関は.サルの前頭葉限南面には性中枢がある

とされているが.そこへWGA-HRPを注入して

祝托下部細胞及び標識神経終末を見山した突放を

紹介した｡

虫長短の比較社会学 ･比較生態学

- オナガザル科の野外研究の現状-

期日 昭和58年2月18日 (金)･19日 (土)

場所 霊長類研究所会議室

参加者 約60名

プログラム

1 マカク塀

座長 伊 沢 絃 生 (宮城教育大)

1)迫伝的変異から見たマカク屑の分化の特徴

川 本 芳 (京大詔長研)

2)アカゲザルの分布と生態的適応

和 田 - 堆 く京大霊長研)

コメント:田中 進 (マカク研)

3)カニクイザルの社会

乗 越 略 司 (上智大生愈研)

コメント:小山田樹 (京大詔艮研)

4)セレベスマカクの社会

波 辺 邦 夫 (京大詔艮研)

コメント:竹F71 位 (訳大詔技研)

汀 グェノン･マンガペイ･コロブス塀

座長 西 部 田 遜 (同志社大)

5)主として西アフリカの森林性オナガザル科

の生態

東 滋 (京大霊長研)

6)斑アフリカの森林性オナガザル科の生活

鈴 木 晃 (京大霊長研)

q ヤセザル類

座長 西 田 利 貞 (衆大 ･理)

7)アジアのヤセザル類の社会

川 村 俊 蔵 (京大霊長研)

8)一雄一喝のヤセザル社会

渡 辺 邦 夫 (京大霊長研)

Ⅳ ヒヒ窺

座長 川 中 健 二 (岡山理大)

9)マントヒヒの社会構造の最近の研究

大 沢 秀 行 (京大霊長研)

10)キイロヒヒの採食生態

長谷川 真理子 (東大 ･理)

ll)マン ドリルの野外調査の現状

fB 野 次 郎 (京大霊長研)

12)ゲラダヒヒの社会和むと社会変動

森 糊 代 (京大詔長研)

13)ゲラダヒヒの迫伝的変brd.と災用動憾

庄 武 孝 苑 (京大詔技研)

Y 組合 討論

座長 01 谷 純一郎 (方ミ大 ･理)

討論者

今 西 銅 司

出 本 俊 孝 (田崎大 ･故)

上 原 m yj(札幌大)

小金沢 正 昭 (栃木爪立細物餌)

根力山 光 一 (阪大 ･人rl'J料)

申 木 一 成 (37t大 ･FJl)
水 原 TY･: 城 (煎E3エ大 ･ET<)

世話人 :川村 俊 伐 ･河 合 雅 雄 他

この研究会は.オナガザル料のサルWlの研究の

現状を総覧し.今後の研死の展望をさぐろうとし

て企画された｡オナガザル科をマカク効.グエノ

ン ･マンガベイ ･コロブス研.ヤセザル類.ヒヒ

塀の4つに区分し.それぞれについて各世話人が

ある程皮オーガナイズを行ない.全体を調整する

という方式をとった｡

まず川本氏がオナガザル科の眉間の分化の問題

をとりあげ.ァカク塀の種間.種円の分化の特徴

を述べた｡和田氏はネパールでのアカゲザルとア

ッサムモンキーの分布の様相を述べ.田中氏がタ

イワンザルの分布について話題提供を行なった｡

乗越氏はカニクイザルの行動特徴と社会変動につ
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いて述べ.小山が補足説明を行なった｡渡辺氏は

ムーアモンキーの社会について.竹中氏がセレベ

スマカクの分布と種間差について話題を提供した｡

Foodenの提案した形態特徴と分布からみたマカ

ク類進化のモデルが.このセクションの一つの基

調をなしていたように思える｡

第 mのセクションで.束氏はゴーティ土-らの

行なった研究を紹介し.ブラッザモンキーがペア

塾の社会を作っていることを示した｡鈴木氏は.

森林性オナガザル類の生息密度と混群の問題につ

いて述べた｡第皿のセクションで.川村氏はヤセ

ザル類の社会の基本が単雄型で.強力なオスの空

間配置のパターンがマカク類と異っているという

指摘を行なった｡渡辺氏は.性差の少ないメンタ

ウェ-ル トンでは,染田問の鳴き交Lにメスが項

極的に関与することを述べた｡

第 Ⅳのセクションで.大沢氏は.マントヒヒ社

会の形成に関する文献の紹介を行なった｡長谷川

氏は.食物の多い時と少ない時のキイロヒヒの食

性の変化について述べた｡星野氏は.マンドリル

の光分析から.食性の季節変動を述べた｡森 (梅)

氏は.ゲラダヒヒの誼屑社会の構造について話題

捉鵬を行なった｡庄武氏は.ゲラダヒヒの変異性

の少なさと1R代当りの移出入率の問題について発

衣した｡

総合討論では.バンド.コミュニティー.種社

会.災位災団などについて.白熟した議論が出さ

れたが.残された時間が短かかったこともあって,

オナガザル科全体についての研究の方向性や展望

については.ほとんどふれることができなかった｡

今回のような軸外調査の成果をもちよって.分類

群毎に絶党するという研究会は.今後とも必要で

あろう｡

(文吉 小山直樹 ･大沢秀行)

ニホンザルの食物および採食の生態学

期日 昭和57年2月 17日

場所 京都大学霊長類研究所会議室

出席者 約30名

プログラム

1. 屋久島の森林とヤクザルの食性

丸 橋 珠 樹 (京大霊長研)

2.照葉樹林の群落動態

仲 和 夫 (大阪市大理)

3. ニホンザルの土地利用の長期的変化

和 田 - 堆 く京大詔長研)

4. ニホンザルのfeedingpressureの計測

束 滋 (京大詔長研)

5. ニホンザルの採食行動と食性の地域比較

小金沢 正 昭 く栃木県立博物館)

6. ニホンザルの採食行動

岩 本 俊 孝 (宮崎大教育)

ニホンザルの生態学,とくに採食の生態学はニ

ホンザルの自然群調査の可能性とともに近年いく

つかの重要な研究がなされてきた｡しかし.これ

までまとまった形では研究会等が開催されたこと

はなく.今回.これまで行なわれてきた採食に関

連する研究の主要なものを紹介し.採食生態学の

現状の認識および今後の展望を討議する場をもう

けた｡各演者の提供話題は以下のとおりである｡

丸橋は.ヤクニホンザルの群れの分裂過程で生

ずる遊動城の変化を.群れの採食と遊動およびが

問関係から解析し.ニホンザルの地城城田の梢道

の基盤を明らかにしようとした｡伸の研死は.サ

ルの採食 ･遊動と密接に関連する森林の構造につ

いて.ギャップ理論等最近の森林生態学理論を用

いてその分析を行なった｡和田は志封市原に生息

するニホンザル3群の冬の遊動域の変遷を.食物

植物の分布とその利用のしかたから分析した研究

を報告した.束は.税雪地での食物である冬芽と

樹皮の採食虫と採食圧を測定し.サルの採食が採

食樹柾のポピュレーションに与える彫饗の虫的評

価を行なった｡小金沢は.硫雪地と温暖地との問

の冬期採食行動の比較を行ない.その差輿を明ら

かにした｡最後に岩本は生物経済学的観点から.

摂食食物の栄養に関連した採食戦略を線型計画で

説明した｡さらに採食機略の解析するはあいの

feedingboutの取扱いとその研究の可能性につ

いても論じた｡

研究会には招待者以外にも多くの出席者があり,

個々の研究発表にも多くの質疑が交された｡出席

者の中から.今後もこのようなコンパクトな題目

の研究会開催の要望があり.採食以外にも限定し

た題目でニホンザルの野外研究に関する研究会を

開催することを主催者側も今後考えることにした｡

(東 ･大沢記)
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第12回ホミニItf-ション研究会

期日 1983年 3月 11日-12日

場所 怒長類研究所会訊室

参加者 約90名

共沈テーマ ｢ホミニゼーシヲンと進化理給｣

郡l部 m･分野からみたホミニゼ-シヲン

座長 近 藤 宗 平 (阪大 ･医)

1)分子進化からみたホミニゼーション

拓 橋 但 治 (京大 ･霊長研)

2)ウィルスからみた霊長類の進化とホミニゼー

シ ョ ン

畑 中 正 一 (京大 ･ウィルス研)

座長 江 原 昭 善 (京大 ･霊長研)

3)認識の進化

紘 沢 哲 郎 (京大 ･詔技研)

4)ホミニゼーシワンの記録

- 新発見Hominoid化石を中心にして-

石 口 英 夫 (阪大 ･人間科学)

節2部 Sociobiologyと進化理論

座長 伊 藤 宗 昭 (名大 ･良)

1)詔長類の群れの逝伝的分化とヒトの自己犠牲

的行動の進化

胃 木 位 - (国立迫伝研)

2)Sociobiologyと進化理論

梓 由 こ く段応大 ･程)

コメント 西 田 利 fl(煎大 ･理)

節3部 今西進化論をめぐって

座長 伊 谷 純一郎 (京大 ･理)

1)私の進化論

今 西 錦 司 (京大 ･名誉教授)

2)今西セミナー ｢自然学の会｣からの報告

苗 崎 浩 幸 (京大 ･理)

3)今西進化論の提起するもの

小 原 秀 雄 (女子米英大)

コメント 番 原 志 勢 (立教大)

田

阪

藤

倉

永

老

枯

苧

近

佐

払

養

者紘討 倍太郎 (朔大 ･理)

良 二 (愛知学院大 ･文)

四 郎 (大安女子大)

朔 く国立科博)

俊

孟

男 (桃山学院大)

司 (東大 ･医)
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米 本 昌 平 (三菱生命科研)

tLT話人 江原昭苔 ･河合雅雄 ･鈴木 晃 ･

波辺 扱

く械社会>のく招分け>は.今西理論のうちの

空間諭であり.く招分け>の密皮化 (種は変わる

べくして変わる)を冊子とする進化論は.時間論

である｡そして.空Tlg的においでも時間論におい

ても.今西BI!給を特赦づけるのは.その全体論的

視点である｡

今西進化給の応FT]問題は.ヒトの社会の起源と

ヒト化 (ホミニゼ-シヲン)を解 くことにある｡

さまざまなテーマでm催された退去 11回のホ ミ

ニゼ-ション研死会において.今西先生は.符に

問題捉超をし.試論の先頭に立ってこられた｡

今回の研死会は.ホミニゼ-シヲンと密接にか

かわっている今西進化論を.すでに柴谷餌弘氏に

よって試論がなされているが.我々がどのように

位置づけるのか.とくにダーウィニズムとの関係

をどのように把握するのか.また.昨今大流行の

Sociobiolgyの問題意識 ･視点を.これもすでに

伊藤嘉昭氏によって問題授起されてきていたのだ

が.霊長斯学としていかに等入し.発展さすこと

ができるのか.という二大目的に沿って企図され

た ｡

後者の問題は.′'J氏にJ:って学史的背貝.忠義

とその限界が捉超され.lrff木氏によって-モデル

が提示され (｢迫伝｣37巻4月号参m).また.

伊藤氏の問題捉超に対して.西田氏が只作例を.

伊谷氏や若手詔技研研死者f:ちが疑念を衣明した

が.時間の制約上 (u話人の不=7:際にもよる).

満足すべき議論の深化は和られなかった｡この点

については.昭和58年皮よりDE)始される料研究

特定研究の失行を流して.訊油がたたかわされ.

研究成果が帯耶されることで回苔が和られよう｡

前者に関しては.さまざまな試論が展開された

が.地球的規損での今西進化論と等身大あるいは

局所的規校でのダーウィニズム (ネオ ･ダーウィ

ニズム)は.相反的でなく相補的ではないか.と

の持氏の終拓が注目を集め.今西先生 もそれに同

意された｡

総合討論では.くコミュニティ>を有する霊長

類の<種社会>が存在するかどうかが話題にされ

た｡くincesttaboo>.<exogamy>.<divi-

sionoflabor>と並んで<Community>の存在



は.人間家族成立のための必要条件とされるから

である｡この問題は.いずれ共通テーマとして再

度照射する必要があろう｡

感情的(?)意見 も出された｡<普遍学> (上山春

平氏の用語で還元主義を基調とする科学)の立場

から.今西進化論を科学ではない.とする見解で

あった｡<普遍学>万能の時流において.さて,

｢霊長類学とは何か｣｡霊長研ではもっと真剣に

議論されてしかるべき問題ではなかろうか.

放後に.トピックス4題.それぞれに興味深く

有意義な話題提起であった｡

(文責 ･渡辺 毅)

ニホンザルの奇形発生状況と原田究明

朔 日 昭和58年3月19日

場 所 霊長類研究所会議室

参加者 約40名

プログラム

1. 四肢奇形発生の経年変化

好 広 英 一 (京大 ･理)

2. 四肢奇形個体のⅩ一線写真からみた形態的特

徴

浜 田 稜 (京大 ･霊長研)

3.奇形四肢の肪系について

本 間 敏 彦 (順天堂 ･医)

4.iE旺奇形個体の行動分析

中 道 正 之 (阪大 ･人間科学)

小 山 高 正 (お茶の水大 ･家政)

5. 四肢奇形個体の血液性状の分析

後 藤 俊 二 (京大 ･霊長研)

6. 四肢奇形個体の染色体の分析

峰 沢 満 (京大 ･霊長研)

7.餌.飲水及び臓器等に含まれる残留農薬等の

分析

中 南 元 (阪大 ･理)

8. 四肢奇形の迫伝性の有無について

野 沢 謙 (京大 ･監長研)

9. ヒトにおける手の奇形の臨床像

渡 捷 - (広島大 ･医)

和 秀 堆 く日本モンキーセンター)

稲 垣 晴 久 (日本モンキーセンター)

藤 原 撒 く予研)

植 村 振 作 (阪大 ･理)

岩 本 光 雄 (京大 ･霊長研)

杉 田 仁 志

本研究会は,昭和55年度より計画共同研兜 と

して3年間採択された ｢ニホンザルの奇形に関す

る現状調査と原因の探求｣の報告会を兼ねて閃か

れた｡

研究会ではニホンザルの奇形個体の出現率の経

年変化から地域差はあるものの全国的に近年奇形

個体の出現が減少傾向にあることが紹介された｡

奇形個体の四肢の外観的およびⅩ緑像から見た特

敬.奇形四肢の軟部組続 く筋 ･神経)の解剖学的

特徴から.広範囲の臨床像が一つの症侯群として

考え得ること.ヒトの裂手症候群と非符によく似

た症状であることが明らかにされた｡正皮奇形個

体の行動分析の報告およびVTRによる奇形個体

の行動の紹介が行なわれた｡奇形個体の血液性状

･染色体には異常が見られず.四肢奇形の退伝性

に関しては.申因子性の退伝は否定される｡家系

袋横性がみられポリジーンによる迫伝の可能性が

残っているが.退伝以外の要因によっても説明が

可能であることが明らかにされた｡環境要因とし

て考えられる残留農薬等の化学分析からは.これ

までの所.数種の化学物質が検出されたが奇形の

原因とは考え得る物質は発見されていないことが

報告された｡

今後.ニホンザルの奇形の原因を明らかにして

いくためには.近年の奇形個体の出現が減少して

いるという障害はあるが.継続して研究して行く

必要があること.ニホンザルだけでなくヒトの四

肢奇形の研究者とも共同して研究して行く必要の

あることが明らかにされた｡

(文責 :後藤 ･峰沢)
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